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Quickけあ ver2.1 Build45更新一覧（平成24年6月26日リリース分）

★以下の機能を追加・変更して、さらに使いやすくなりました。

※特に適用の必要性が高い追加・変更は色分けしております。

No 対象 区分 内容

1 全般 追加

公費マスタに公費対象外のサービスコードを保険者別に設定できるように対応いたしました。
※本対応により保険者が「長崎市」の場合、介護報酬請求データ自動作成時に公費対象外のサービスコードを除外して計算します。ただし、除外さ
れるサービスコードは完全に請求不可となっているものに限定しております。受給者症に記載されている疾患等の条件により請求不可となる項目に
ついては対応していない為、手動で請求明細を修正して頂く必要がございますのでご注意下さい。

<設定方法>
メニュー：Topメニュー -> システム管理 -> 介護保険マスタ -> 公費マスタ
該当の公費を編集で開き、公費対象外コードを設定します。

2 全般 追加

利用票別表、提供票別表の限度額管理対象外の表示方法を下記から選択できるように対応いたしました。
※バージョンアップ後は従来通りの表示方法になります

<表示方法>
①限度額管理対象内/限度額管理対象外をわけて表示（従来通りの表示方法）
限度額管理対象内と限度額管理対象外を大きく分けて表示し、限度額管理対象外の総費用額等※の計算を各サービスコードごとに算出します

②限度額管理対象内/限度額管理対象外をまとめて表示
限度額管理対象内/限度額管理対象外をまとめて表示し、総費用額等※の計算を限度額管理対象内と限度額管理対象外を合計して算出します（介護
報酬と同じ計算方法になります）

※総費用額、保険給付額、利用者負担（保険対象分）、利用者負担（全額負担分）が対象です

<設定方法>
メニュー：Topメニュー -> システム管理 -> システム情報 -> システム設定
共通タブのサービス利用票・提供票等タブにある「限度額管理対象外表示区分」を、「限度額管理対象内/限度額管理対象外をまとめて表示」に設定し
てください。

3 全般 変更 週間サービス計画表の実線を全体的に太くし、時間帯（深夜、早朝等）の区切り線を点線から実線に変更いたしました。

4
居宅介護支援
地域包括支援

追加

福祉用具貸与システムがインストールされている場合、週間サービス計画表、月間ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理の福祉用具設定画面で、福祉用具品目マスタからの
取込みやマスタへの登録ができるように対応いたしました。
※福祉用具品目マスタは福祉用具貸与システムと共通のマスタになります

5
居宅介護支援
地域包括支援

追加

月間ｽｹｼﾞｭｰﾙの福祉用具設定画面に、福祉用具貸与料を％で減算できるように対応いたしました。

6 福祉用具貸与 追加

福祉用具サービス計画書（利用計画）に対応いたしました。

※一般社団法人全国福祉用具専門相談員協会「ふくせん福祉用具サービス計画書（利用計画のみ）」に準拠しております。ただし、各選定福祉用具に
利用開始日を設定できるようにレイアウトを一部変更しております。

7
短期入所療養介護（介護老人保健施
設）

追加 月間算定実績で所定疾患施設療養費/緊急時施設療養費を設定できるようにし、その内容を保険者請求で取り込めるように対応いたしました。

8 預り金管理 変更
各帳票の検印者名を最大12文字まで表示できるように対応いたしました。

9 保険者請求 追加

介護給付費請求書をサービス種類ごとに出力できるように対応いたしました。

<出力方法>
メニュー：Topメニュー -> 保険者請求 -> 介護報酬請求 -> 請求書発行/CSV出力
「◇紙による請求の場合 請求書等印刷」から、様式の種類の「介護給付費請求書情報（ｻｰﾋﾞｽ種類別）」を選択し、該当の帳票にチェックをして印刷・
プレビューを行ってください。
※バージョンアップ前に確定した介護報酬データを印刷されたい場合は、再度確定処理を行ってください

10 保険者請求 変更

公費本人支払額の影響で公費請求額がゼロとなった場合でも介護給付費明細書上で公費対象者として登録している場合は様式１の公費請求に集計
されるように対応しました。

11 保険者請求 変更

介護給付費明細書登録画面で公費が設定されている状態で、当該公費を削除した場合、公費日数など該当箇所をクリアするように対応しました。
※公費を削除後は再計算が必要です。

12 保険者請求 変更

介護給付費明細書 集計情報一覧帳票の利用者負担額合計に超過分を含まない金額で表示するように変更いたしました。

13 利用者請求 追加

利用者請求の限度額超過分の処遇改善加算等※の計算方法を下記から選択できるように対応いたしました。
※特別地域加算、中山間地域等小規模事業所加算、中山間地域等サービス提供加算、介護職員処遇改善加算が対象です
※バージョンアップ後は計算方法②で設定されます

<計算方法>
①介護報酬総単位数（超過分を含む）に係る単位数から保険分を差し引いた単位数
②超過部分に係る単位数（従来の計算方法）

<設定方法>
メニュー：Topメニュー -> システム管理 -> システム情報 -> システム設定
共通の利用者請求タブの「特別地域加算等の限度額超過分計算方法」を、上記計算方法のいずれかで設定してください。

14
【Quickけあ２】
居宅介護支援
地域包括支援

追加

利用者別担当者一覧、担当者別利用者一覧を帳票出力できるように対応いたしました。

15
【Quickけあ２】
入所系サービス

変更
介護日誌の作成者が未設定の場合、帳票に作成者を表示しないように対応いたしました。

16
【Quickけあ２】
通所介護
通所リハビリ

変更

送迎管理の出発、到着時間を手入力できるように対応いたしました。
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※回避方法がないなど特に修正の必要性が高い不具合は色分けしております。

No 対象 区分 内容

1
居宅介護支援
施設サービス
居宅サービス

修正

各計画書の短期目標の期間でテキストを選択できない不具合を修正しました。

2 居宅介護支援 修正

月間ｽｹｼﾞｭｰﾙ管理の下記画面で、介護内容区分を身体生活から身体介護などに変更した場合、内部的に生活援助時間がクリアされておらず、正しく
算定されない不具合を修正しました。

<対象画面>
・月間スケジュール管理の表形式の各サービス設定画面
・月間スケジュール管理（NEW）の「選択行を変更」の設定画面

3 居宅介護支援 修正

居宅サービス計画書の編集画面で、「利用者及び家族の生活に対する意向」が「利用者及び家族の介護に対する意向」と表示されている不具合を修
正しました。
※画面上の問題であり帳票は問題ありません

4
居宅介護支援
訪問介護

修正

身体介護（20分未満）のとき下記算定項目が表示されない不具合を修正しました。

・中山間地域等サービス提供加算
・初回加算
・緊急時訪問介護加算
・2人派遣

5 福祉用具貸与 修正
福祉用具貸与管理画面の抽出条件のタイプ名が種目名に応じて切り替わらない不具合を修正しました。

6 養護老人ﾎｰﾑ 修正
月間展開用の週間表に、制度切替の選択項目として「平成24年4月以降」が表示されない不具合を修正しました。

7 保険者請求 修正
国保連受信データ印刷から「介護給付費等支払決定額通知書」を印刷すると銀行名、支店名等がずれて印刷される不具合を修正しました。

8 保険者請求 修正
OSがWindows7の場合、所定疾患施設療養費および緊急時施設療養費の開始年月日に一度でもチェックし保存すると、ﾁｪｯｸを外して保存をしても再度
編集で開くとﾁｪｯｸが有効になっている不具合を修正しました。

9 保険者請求 修正
月途中の転入の場合、保険者請求で外泊日数がどちらも同じ日数で取り込まれる不具合を修正しました。

10 利用者請求 修正
限度額オーバーしている場合、中山間地域等提供加算の超過分が正しく計算されない不具合を修正しました。

11
【Quickけあ２】
全般

修正
報告業務で、添付書類を選択した後、再度別の書類に選択しなおすと、書類のレイアウトが変更前のレイアウトで表示される不具合を修正しました。

12
【Quickけあ２】
訪問介護

修正
訪問介護の利用者で、81：原爆・福祉の公費で「認定書あり」にチェックして請求データを作成しても公費が適用されない不具合を修正しました。

13
【Quickけあ２】
短期系サービス

修正
異動情報で、ショートの利用者が、過去に利用がありかつ居宅介護支援が設定されていると、新たに入所を登録し月末時に入所中の場合、介護報酬
データで居宅介護支援事業所が取り込まれない不具合を修正しました。

14
【Quickけあ２】
訪問看護

修正
統計管理の月間ｽｹｼﾞｭｰﾙ出力で、訪問看護システムが入っている場合に、訪問看護系サービスのデータが作成されない不具合を修正しました。

15
【Quickけあ２】
利用者請求

修正
訪問看護（医療）のサービスで利用料金集計を作成すると医療費控除対象者として設定されない不具合を修正しました。

16
【Quickけあ２】
利用者請求

修正
訪問看護の利用者で、自の居宅介護支援を利用しており、かつ福祉用具を利用している場合、1日が利用日として設定される不具合を修正しました。

★以下の不具合に対応いたしました。ご迷惑をおかけして、大変申し訳有りませんでした。


